
現状・課題

事業内容

大学入学者選抜改革推進委託事業（生成AI等の活用）

大学入学者選抜は、大学教育の機会を提供し、入学志願者の能力の伸長を期するための教育的取組であり、当該大学で学び、卒業するために必要な資質・
能力等を備えた人材を適切に見いだすことが重要である。このため、大学入学者選抜においては、受験機会や選抜方法における公平性・公正性の確保はもとより、
各大学のアドミッション・ポリシーに基づき、大学教育を受けるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力等を適切に評価・判定するため、さらなる入試方
法の多様化、評価尺度の多元化が求められているところである。
このような大学入学者選抜の実施に当たっては、業務に携わる教職員等の負担の増大が大学関係者から指摘されているが、それだけの負担を以てしても、作問・
採点におけるミスの発生等、課題が多くある現状である。特に作問業務については教職員の負担が大きく、研究時間確保の観点からも負担軽減の必要性が指摘
されている。
これらの課題解決方法の一つとして、近年急速に技術が進展し、利用者が急増している高度な生成AIの活用が考えられるが、公平性・公正性が求められる大
学入試業務においては、その活用可能性やリスクについて十分な検討を行う必要がある。

大学入試業務における生成AIの活用可能性と
範囲を明らかにし、一定のガイドラインを取りまと
め、その成果を全国の大学に普及する。

アウトプット（活動目標） 短期アウトカム（成果目標） 長期アウトカム（成果目標）
大学入試業務における公平性・公正性の
確保や大学教職員等の負担軽減等、大学
入学者選抜全体の質の向上を推進する。

各大学での入試業務の効果的・効
率的な実施を促進。

＜実施例＞
作問・採点等に係る負担の増大 大学入試業務への生成AI活用

教職員の負担軽減等 成果を全国の大学に普及、
大学入試業務の効果的・効率的な実施
の促進

大学入試業務における生成AIの活用可能性と範囲を明らかにするとともに、各大
学等の大学入試業務において生成AIを活用する際の効果をシミュレーションする。
また、大学入試業務において生成AIを活用する際の、生成AIと教職員の適切な
役割分担、構築すべき情報環境やセキュリティ対策について一定のガイドラインを取
りまとめる。
これらの成果を全国の大学に普及することにより、各大学での入試業務の効果
的・効率的な実施を促進し、大学入試業務における公平性・公正性の確保や大
学教職員等の負担軽減等、大学入学者選抜全体の質の向上を推進する。


